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ひろしまイノベーション推進機構の投資先企業の決算状況について 
 

令和２年４月１７日 
商 工 労 働 局 

１ 投資先企業の概要（現況） 
 

企 業 名 株式会社ビーシー・イングス 

代 表 者 代表取締役会長 田中 弘樹（たなか ひろき） 
代表取締役社長 川隅 学（かわすみ まなぶ） 

所 在 地 広島市安佐北区倉掛１－８－１６ 

設 立 平成２年７月 

資 本 金 ９，０００万円 

従 業 員 数 １，０９７名（うち正社員２５４名）［令和元年１１月末現在］ 

事 業 内 容 学習塾「田中学習会」及び東進衛星予備校の運営等 

機構投資時期 平成２９年１１月８日 

機構投資額 約９億円 

２ 決算状況 

○売上高及び損益                 （単位：千円,千円未満切捨） 
 平成 29年 11月期 

（第 2期） 
平成 30年 11月期 

（第 3期） 
令和元年 11月期 
（第 4期）※ 

売上高 3,693,661 3,974,383 3,761,896 

経常利益又は経常損失 119,845 304,620 - ※※ 

当期純利益又は当期純損失 23,485 124,464 △227,810 

従業員数（人） 1,054 1,073 1,094 

○貸借対照表の要旨                   （単位：千円,千円未満切捨） 
 平成 29年 11月期 

（第 2期） 
平成 30年 11月期 

（第 3期） 
令和元年 11月期 

（第 4期） 

資
産
の
部 

流動資産 545,236 828,671 564,220 

固定資産 3,953,636 3,623,704 3,089,895※※ 

繰延資産 2,765 1,935 -※※ 

合 計 4,501,637 4,454,311 3,654,116 

負
債
及
び
純
資
産
の
部 

流動負債 984,544 1,167,890 1,336,050 

固定負債 2,431,820 2,076,683 1,682,250 

株主資本 1,085,272 1,209,738 635,815 

資本金 140,010 90,000 90,000 

 資本剰余金 1,136,480 1,186,490 1,186,490 

  資本準備金 1,136,480 1,186,490 1,186,490 

 利益剰余金 △191,217 △66,752 △645,690 

  利益準備金 0 0 0 

  その他利益剰余金 △191,217 △66,752 △645,690 

 その他の資本の構成要素 0 0 635,815 

合 計 4,501,637 4,454,311 3,654,116 
※ 平成３０年１２月に子会社「株式会社ビーシー・スフィーダ」を設立しており，令和元年 11 月期から，連
結決算となっている。 

※※ 令和元年 11月期からは国際会計基準（IFRS）に準拠した決算方式としている。このため，同基準において
項目がない経常利益の欄は非表示としている。また，固定資産の欄には非流動資産を記載しており，繰延資
産の計上はない。同じく、固定負債の欄には非流動負債を記載している。 

資料番号   ４ 
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【参考】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３ 今期（令和元年１１月期）の決算状況 
 
○ 今期の(株)ビーシー・イングスは，会計基準変更の影響により売上高は前期比２億１
千万円余減の３７億６千万円余となったが、会計基準変更の影響を除けば売上高は実質
増加である。なお，のれんの減損計上や，人件費等の増により，約２億２千万円余の最
終赤字となっている。 

 
 
４ 今後の見通し 
 
○ ビーシー・イングスは，今期決算においては，のれんの減損や人件費の増加等により
減益となっているが，令和２年１１月期は増収・増益を見込んでおり，経営に問題はな
いものと考えている。 

 
○ 同社は，講師の高い質を確保する仕組みの構築などにより，継続的に新規開校するな
ど事業規模の拡大を図るとともに，AIを導入した個別指導教室の拡充や，プログラミン
グ授業の導入など新たな取組も行っており，業績は今後も順調に推移すると思われる。 

 
○ 機構は，社外取締役１名を派遣して経営をモニタリングしつつ，経営管理体制の構築
支援や出校戦略及びマーケティング戦略の策定支援を引き続き行っていく。 

 


